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研究成果の概要（和文）：Mather-Jacobian discrepancyを用いて定義されたminimal log discrepancy はInversion o
f Adjunction が成立することが示され，新しい概念, MJ-log canonical, MJ-canonical singularities が導入され，
これに関する multiplier ideal も定義され期待される良い性質を持っていることが示された．また，MJ-minimal log
 discrepancy は 次元以下であるが，次元-1 をMJ-minimal log discrepancy を持つ特異点を決定した

研究成果の概要（英文）：We proved the Inversion of Adjunction formula according to the minimal log 
discrepancies which is defined by Mather-Jacobian discrepancies. By means of this discrepancies we 
introduced MJ-canonical singularities and also MJ-multiplier ideal. We also prove that the ideal has good 
properties; vanishing theorem, subaddidivity property and so on. In general MJ-minimal log discrepancy is 
greater than of equal to the dimension of the variety, we determined all MJ , we determined singularities 
whose MJ-minimal log discrepancy.

研究分野：代数幾何学
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１． 研究開始当初の背景 
arc space, jet scheme は 1968 年の
John F. Nash の preprint (出版は 1995
年）によって導入された．この論文は同
時に『特異点を通る arc の族と特異点解
消の本質的因子が１対１に対応するか』
という「Nash 問題」も提起した．この
preprint が流通してから多くの研究者
が Nash 問題に挑戦し２次元のいくつ
かの特異点について肯定的な結果が得
られていた． 
2003 年に J. Kollar と筆者がこの問題
について，任意次元の toric variety で肯
定的に解決，４次元以上では反例がある
ことを証明した. これにより Nash 問
題は ２，３次元の問題として集約され
た． 
 この問題と平行して，L. Ein , M.     
Mustata, T. Yasuda らによって， jet 
schemes X_m の構造により X の特異
点の性質 (対数的標準性，標準性，端末
性)が記述できることが示された. この
問題の自然な延長線上にX_m  がmild 
な特異点のみを許していることで X の
非特異性が特徴付けられる，という予想
が得られる．  
 

 
２． 研究の目的 
特異点の arc space, jet schemeの構造を
調べることにより特異点の特徴をとら
えることを目的とする． 
具体的には次の問題を考える 
① ジェットスキームがすべて高々 

rational singularities を持つなら
は base scheme は非特異になるか 
② jet scheme の視点で自然な構造を
持つ特異点を特徴付ける 

 
３． 研究の方法 
研究分担者と適宜セミナーの機会を持
ち議論を深めた．海外の特異点関連の研
究集会への出席発表を通じて新しい知
見を得た．第６回日仏特異点シンポジウ
ムを日本で開催し特異点分野の専門家
が一同に会し情報を交換する場を設け
た．海外の研究者を訪問し共同研究をし
た．国際研究集会 Commutative Algebra 
and Singularity theory を日本で開催
し，可換環論と特異点理論の世界の第一
線の研究者の研究発表情報交換をした， 
 
４． 研究成果 
正標数還元を用いることにより，jet 
schemes がすべて高々有理特異点であ
っても base scheme が必ずしも非特異
にならない例を見つけた（石井，三内，
渡辺） 
jet schemes がすべて同型であるにもか
かわらず base scheme が同型にならな

い例を見つけた（石井，Winkelmann） 
Mather-Jacobian discrepancy を用いて
定義した minimal log discrepancy は 
Inversion of Adjunction という性質を
持つことを示し，新しい特異点のジャン
ルを導入し，この範疇では Shokurov の
予想が成立することを示した（石井）． 
Mather-Jacobian discrepancy を用いた
multiplier ideal を導入し，消滅定理，
弱加法定理を示した（Ein, 石井，
Mustata）. 
この Mather-Jacobian に関するminimal 
log discrepancy の最高値をとるものは
非特異点（上記の Shokurov の予想の答）
で，その下の値をとるものを特徴付けた
（石井，Reguera） 
Log-canonical singularities ならば
F-pure type であることを定義方程式の
係数が代数的独立である場合に示した
（高木） 
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